







































（以下、 『新大系』と略。一八〇～一八一頁・傍線稿者）源氏の贈歌には、 『古今集』 「堀江こぐ棚なしをぶね漕ぎ
かへり同じ人にや恋ひわたりなむ」 （七三二・恋四・読人しらず） 、 『古今和歌六帖』 「入り江こぐ…思ほゆるかな」が、引き歌とされてきたことが『源
（１）
氏物語引歌索引』からわか





たりなん」 、 『紫明抄』 「お




































この 『古今集』 歌と光源氏の歌は、 愛する人の声を 「鳥」の鳴き声の比喩で捉えること、 第三句に「聞きしより」という歌句を据えること、声を聞いて以来募る一方である恋心を鳥 縁語（ 『古今集』歌＝初雁・ つか・中空／光源氏の歌＝鶴・葦間・舟）によっ 表現すこと、という三点で共通している。一般に恋歌において「一目見る恋」と対になるのは「音に聞く恋」 、つまり噂に聞いて恋い慕 ことであり、恋人の「声を聞く」ことに言及す 例はあまり多くないようだ。 （略）光源氏の求婚歌群も『古今集』 うしたあり方をなぞるかのように、 「声を聞 た」ことを関係再開の端緒とした。
源氏歌が躬恒歌と相似形であることは、明快である。以上の諸賢の指摘から、源氏歌の背景の多様さが理解出来一方、 『花鳥余情』に以下のような注が付けられている。








前夜は、屋敷の人々にとってはなはだ不都合な紫の君の言葉を、 聞こえぬ素振りで退出した源氏であったが、翌日の消息に「鶴の一声」と詠み込んでいる。幾つかの古注釈ではこのことを取り上げているが、 「なにかきかぬと御めのと はじめて思べきならねば たづの一こゑとよみてやり給へるなり」 （ 『花鳥余情』 ）に見られるように、得意げに話す幼い姫 言葉が耳に届いていたことは、屋敷の人々 とっても自明のこ であったものと思われる。したがって こ 歌は、屋敷の人々に諧謔を含む歌として受け取られたことであろう。






































































































































の歌との階梯は明白であろう。 「産ぶ屋」 の賀歌ならば、生まれた子の〈家〉と〈血〉の繁栄が願われるところだ。ところが、若紫巻の「鶴」の歌は、 〈家なき子〉若紫の「いはけなさ」による「ゆゆしさ」を抱えこみ、
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源氏の闇雲な執着が発露される場となっていた。
とし、 「その（稿者注・源氏が「いはけなき」の歌を贈った）前後、藤壺との密通、そして懐妊という「 「賀＝慶祝」の時空とは全く異質な文脈に挟まれている」と う。一体、源氏の歌は 何を意図しているのだろうか。
改めて、雛鶴の鳴く賀歌を読み解くと、雲井に向かって








な境遇」と述べられたが、尼君は、尼君自身の死を悟った折り、紫の上の母が、父を亡く 時のことを理解していたのに対し、紫の上は、頼りない様子であることを 案じていた。これは、紫 上 母の死を理解出来ていなかったことを暗 示 ている。
　
尼君、髪をかき撫でつゝ、 「梳る事をうるさがり給



































紫の上への思慕が、 「若草の若葉 うへを見つるより 「夕まぐれほのかに花の色を見て」 、 「面影は身をも離れず と繰りかえされる。北山での垣間見以来、源氏 、紫の上姿を目に焼き付け、片時も忘れることが出来ないでいた。
問題の源氏歌には、 「同じ人にや（恋ひわたるらむ） 」が
























































































の 「心ときめきする物、 雀の子がひ」 （二六段抜粋 『新大系』 ）や「うつくし 物
　
瓜にかきたるちごの顔。雀の子の、ね
















































































































































22） 『菅家文草 本文は、 『日本古典文学大系』から引用し、元禄十五年刊本を参照しつつ、私に書き下しをした。
（
23）今井上「 『源氏物語』 「雀の子を犬君が逃がしつる」鈴木
健一編『鳥獣虫魚の文学史―日本古典の自然観―』２
　
鳥の巻（三弥井書店
　
二〇一一年八月） 。 『芸文類聚』雀
部所引「続齊諧記」に、後漢の揚宝が、螻蟻に襲われていた雀の子を巾箱で飼育し 恩返しされる小話があり、これが元々の出典かもしれない
＊勅撰集・私家集・私撰集は『新編国歌大観』から引用
したが、私に改めたところもある。（とくおか
　
りょう・
 熊本大学非常勤講師・
 
熊本県立大学非常勤講師
 
実践女子大学大学院博士課程
 
平成十年度単位取得退学）
